




　嘔幹変形に対して、また、下肢変形、歩行能力維持のために従来から装具療

法を実施してきた。

今回、これら装具について過去の使用経験にもとづき、新しい材質の導入と多

少の改良を行っている。その成果の一端を報告する。


